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図3－1最大加速度と木造建物被害率との関係
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図3－2加速度波形
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図4－2入力に用いた地震波時刻歴（その1）
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いことを確かめる必要がある｡つまり、この考え方の最終目的は、大

地震時にも最後まで建物が倒壊せずに、人命を守ることにある。

本解析では以上の流れて構造物を設計する。ただし、本解析ではあ

くまで実構造物を想定した構造物を設計し、地震応答解析を実行する

ことが目的であるが、対象モデルが壊れなければ地震波による構造物

の破壊を表現できないため現実の構造物に比べると強度を少し低めに

設定する必要がある。
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図5－10構造計算の概略
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